
＜活動中の子どもの姿・声、子ども同士や保育者との関り＞

園名

日時

１．活動テーマ

＜テーマ＞

＜テーマ設定理由＞

５.振り返り

＜振り返りによって得た先生の気づき＞4.探究活動の実践

＜活動内容＞

とうきょう　すくわくプログラム活動報告書

・普段の生活で食事前やトイレ後などに泡石鹸を使った手洗いをしているため、両手を擦り
合わせて手洗いの動作をしたり、お風呂で体を洗うように腕や足に泡をつけて「ゴシゴシ」
と洗う動作を繰り返しながら全身で泡の感触遊びを楽しんでいた。
・手のひらに泡を出してパチパチと泡がはじける様子を観察したり、手を叩いて泡がはじけ
飛ぶ様子を楽しんだり、泡だらけの手で友達と手を握り石鹸のぬるぬるした感触や泡の心地
よい感覚を楽しんだりと子ども達一人ひとりが自由な発想で泡遊びを楽しんでいた。

・保育室で活動の合間に感触遊びの時間を設け、各４人ずつの少人数グ
ループに分けて泡の感触遊びを行った。
・初めは一歩離れたところから様子を伺うように見ているだけの子が多
く、自分から泡に触れてみようとする子は少なかった。保育士が実際に泡
に触れてみながら誘うと徐々に泡に触れてみようとする姿が見られるよう
になり、その後はポンプを押してたらいの中や手のひらに泡を出して観察
したり、手や足で泡に触れたりして五感を使って楽しんでいた。

（子ども）
・ポンプを押してたらいの中に多量の泡を出
し、両手を泡の中に入れて感触を楽しむ。初
めは手を動かさずに泡の中の感触を存分に楽
しんでいた。その後両手で泡をこねるような
動きをして、しばらくこねる動作を繰り返し
行っていた。
（保育士）
・アンの泡を触り、他の泡と触り比べる。
「アンちゃんが一生懸命こねたから、アン
ちゃんの泡、滑らかになってきたね」
（子ども）
・指を使って泡に線を入れたり、両手で同じ
動きをしてハートのようなものを描いてい
た。保育士が終了の合図をするまで３０分間
夢中になって泡に触れ、感触遊びを楽しんで
いた。

２歳児感触遊び（泡）

・給食前の読み聞かせで読んでいる『てあらいできるかな』の絵本から手
洗いを意欲的にする子が増え、手洗いから石鹸（泡）に興味を持ったた
め、日常生活を送るうえで身近な物であり、保育園でも家庭でも高頻度で
使用する泡をテーマに設定した。

２.活動スケジュール

・各４人ずつのグループに分かれ、少人数で行っていく。
・ボトル式の泡石鹸を使用して泡の感触遊びを楽しむ。

3.活動のために準備した素材や道具、環境の設定

若葉保育園

令和6年8月2日

（子ども）
・片手でポンプを押し、右手の手のひらの上に
少量の泡を出し、しばらく観察していた。その
後、両手をすり合わせ手のひらで泡の感触を楽
しむ。両手のひら全体に泡がつくと嬉しそうに
保育士に見せていた。
（保育士）
・「○○ちゃんの泡、シュワシュワしてるね」
（エミカ）
・友達がたらいの中に大量に出した泡を両手で
たらいの壁面に押し集め、泡の山を作る。ボト
ルが置いてあったところだけが丸い形で泡がつ
いていないと指を差して保育士に教えていた。
ポンプを押そうとすると泡でボトルが滑り、初
めは少し驚いた様子だったがその後は泡で滑る
のが面白くて何度も滑らせ、楽しそうに笑って
いた。

・防水マットの上にボトル式の泡石鹸やたらいを３つ程用意する。
・泡が防水マットの上に垂れた時に拭く用のタオルを用意する。（転倒防
止）


